










ムンシー・アブ ドゥル・ハ ミー ド・バーハリー作
翻訳 清水 毅 (大阪大学言語社会専攻博士後期課程)
【テキス ト】Munsh`Abd J憚訂面 Bihan,1975?,″レグαみ,効′「 C力α″乃″ω″″.勾mcr ttanlldサah
Book Dcpot
本稿訳は南アジアで最も有力なスーフイー教団であるチシュテイー派をもたらした
ハージャ・ムイーヌッデイーン・ハサン・チシュテイー (Khwttah Mu`lll al―Dl  ttaSan


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(9) Sayyld d―Shuhadr Abi`Abd―Anah( _)早usan ibn`AI〔A〕(626-80)十二 イマーム派第 3代イマー
ム。
























(28)「クラーハ・工・チャハール・トゥルキーblah_e_chahar turkl」RM Currieの記述にある “The
four corncrcd cap was a symbol ofthc Chishtl's rcnunciation of a)thiS World,b)cvcrything in thc
hcreaftcr cxccpt for God,c)f00d and sleep cxcept thc csscntial minimum,and thc dcsircs of thc scl■''
に相当すると思われる。









































(47)Abi Yazld(Bayazld)Tayttrゎn isa J_B s amT〔A〕 (?-874・7)著名な初期のスーフイー。陶酔
型スーフィーの代表。




(51)Abi al―Ntt b`Abd al―Qahir ibn`Abd‐Allah al_suhrawardl〔A〕 (1097頃-1168)シハーブッデイー
ン・スフラワルディーと並んでスフラワルディー教団の名祖 とされるスーフィー。





























































































































(106)MIran Sayyad Husaln MashhadT(?-1203?)ミー ラー ン・ サ ー ヒブ MIran sahibの名 で知 られ る ク
トゥブッデイーン・アイバクの時代にターラーガルの城の城主だった人物。










(113)「ズー・アル・ヒッジャ月zi alギ珈a」 ヒジユラ暦 12月、巡礼月。





(117)Baba Farld al―DTn GallJ―c―Shakar(1175-1265)クトゥブッディーン・バフテイヤール・カーキー
の後継者で、ニザームッディーン・アウリヤーの師。




(121)「神の想起 五krJァラビア語の動詞 dhakaraは一般的には “話す"“述べる"という意味で、そ
の動名詞ズイクルは “話"編己述"。 クルアーンにおいてはそのほかに “思い出す"“想起する"



















A H 1414,И腸ヶ″み′″αみИ力m,an MahTranslatcd hto Urdu by Mallhna subhd aфib UStad a _草sah豊
Dar al―Ilim KarachT,AdabT Duniya,354-355ctc,Dchli
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